
平成２６年度支部定例シンポジウム活動報告 

【平成２６年度中国・四国支部運営費】 

 

1．実施内容 

 

日時：平成 26 年 11 月 22 日（土）13:00 〜 18:40 

米子コンベンションセンター 第 2 会議室 

   （〒683-0043 鳥取県米子市末広町 294） 

主催：鳥取大学品質指向ソフトウェアマネジメント研究グループ 

協賛：一般社団法人 鳥取県情報産業協会 

 公益社団法人日本オペレーションズ・リサーチ学会中国・四国支部 

 鳥取県環境学術研究等振興事業 

 鳥取大学大学院工学研究科社会経営工学講座 

実行委員長：山田 茂（鳥取大学） 

Dong Ho Park (Hallym University, Korea) 

 

概要：今後益々複雑化していくビジネス環境の中で，企業の情報化投資への期待は大き

く，より高品質で経済的なコンピュータ・ソフトウェアをタイムリーに開発・提供できる

ようにソフトウェア産業は努力しなければなりません．このとき，ソフトウェア開発組織

の能力を高めることを目指して，人材育成や品質指向ソフトウェアマネジメント技術を軸

に絶えず自組織のソフトウェア開発プロセスを改善していくことが重要となります．ソフ

トウェア品質マネジメントワークショップでは，鳥取県および隣国韓国における IT 産業

における人材育成や品質指向ソフトウェアマネジメント技術に関する現場での問題を整理

し，これらの問題に対して有効かつ効果的な解決策について議論します． 

 

プログラム 

 

13:00-13:05 開会の挨拶 1 実行委員長 山田 茂（鳥取大学) 

13:05-13:10 開会の挨拶 2 実行委員長 Dong Ho Park (Hallym University, Korea) 

13:10-13:35 IT 業界から見た鳥取県の情報基盤 
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 井上 法雄（鳥取県情報産業協会 副会長） 

13:35-14:00 Age Replacement Policy with Repair Time Threshold for Repairable 

Product 

 Dong Ho Park (Professor, Hallym University, Korea) 

14:00-14:25 鳥取県の情報産業における課題・展望 

西村 隆之（鳥取県産業振興機構 知的所有権センター 特許流通コーディネーター） 

14:25-14:40 休憩 

14:40-15:05 Reliability Growth Management during Tractor Development 

 Won Jung (Professor, Deagu University, Korea) 

15:05-15:30 Current Trend of Korean Reliability Technology 

 Kyung Hyun Nam (Professor, Kyonggi University, Korea) 

15:30-15:55 Cost Optimization of SRGM with Bathtub-Shaped Fault Detection 

Rate 

 Dae Kyun Kim (Professor, Chonbuk National University, Korea) 

15:55-16:10 休憩 

16:10-16:35 A Study on Measurement and Assessment for Software SIL 

 藤田 祐貴（鳥取大学大学院工学研究科） 

16:35-17:00 Multiple Change-Point Hazard Rate Modeling for Software Reliability 

Assessment 

 高田 直輝（鳥取大学大学院工学研究科） 

17:00-18:35 講演者とのディスカッション 

18:35-18:40 閉会の挨拶 実行委員長 山田 茂（鳥取大学） 
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